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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教

育
院
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
危
機
分
野
に
お

い
て
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
修
士
・
博
士
一
貫

の
学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
生
は
全
寮

制
の
「
世
界
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
道
場
」

に
入
門
し
、
一
部
の
教
員
も
学
生
と
と
も
に
住
み
、

学
生
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
教
育
環
境
を
整
え

て
い
る
。
先
般
、
七
月
五
日
、
東
京
工
業
大
学
の

北
三
号
館
（
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
）

一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、

本
教
育
院
の
六
期
生
と
な

る
平
成
二
九
年
度
道
場
入

門
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

入
門
式
で
は
、
道
場
事

務
局
に
所
属
す
る
プ
ロ
歌

手
に
よ
る
校
歌
独
唱
に
引

き
続
き
、
齊
藤
正
樹
教
育

院
長
か
ら
所
属
許
可
証

（
道
場
入
門
書
）
が
授
与
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
岸
本
喜

久
雄
環
境
・
社
会
理
工
学

院
長
の
訓
示
と
齊
藤
正
樹

教
育
院
長
か
ら
の
挨
拶
に

続
き
、
学
外
か
ら
来
賓
と

し
て
、
日
本
学
生
支
援
機

構
の
米
川
英
樹
理
事
、
お

よ
び
テ
レ
ビ
朝
日
の
松
井

康
真
氏
か
ら
、
入
門
学
生

の
将
来
の
活
躍
へ
向
け
た

期
待
と
激
励
の
講
話
を
頂

い
た
。
今
回
六
期
生
と
し
て
道
場
に
入
門
し
た
の

は
、
竹
下
研
究
室
の
岡
村
知
拓
（
と
も
ひ
ろ
）
さ

ん
一
名
で
あ
る
。
祝
辞
に
対
し
て
岡
村
さ
ん
が
力

強
く
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。
最
後
に
、
道
場
生

を
代
表
し
て
二
期
生
の
川
合
康
太
さ
ん
よ
り
歓
迎

と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
っ
た
。
参
列
し
た
方
々
か

ら
温
か
く
迎
え
ら
れ
た
岡
村
さ
ん
は
、
志
を
新
た

に
し
て
将
来
世
界
で
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
し
て
道
場
で
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た（
本
文
、

写
真
と
も
写
真
中
に
記
載
のｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
皇
室
御
用
達
の
飲
食
物

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
二
〇
一
二
年
六

月
号
の
お
菓
子
と
同
七
月
号
の
カ
フ
ェ
の

話
と
少
々
重
複
す
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は

旧
王
室
御
用
達
の
カ
フ
ェ
が
い
く
つ
か
あ

る
。
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
通
り
に
あ
る
ゲ
ル
ス

ト
ナ
ー
は
一
八
四
七
年
に
創
業
し
、
中
世

か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
欧
州
で
隆
盛
を

極
め
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
象
徴
、
エ
リ

ザ
ベ
ー
ト
皇
妃
（
通
称
シ
シ
ィ
）
に
愛
さ

れ
た
。
シ
シ
ィ
は
当
時
の
欧
州
宮
廷
随
一

と
い
わ
れ
た
美
貌
を
持
ち
、
そ
の
美
貌
を

維
持
す
る
こ
と
に
生
涯
を
さ
さ
げ
、
ス
ト

イ
ッ
ク
な
ま
で
に
食
事
制
限
を
し
た
が
、

ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
の
ス
イ
ー
ツ
は
常
に
彼
女

の
部
屋
に
あ
っ
た
と
い
う
。
ザ
ッ
ハ
ト
ル

テ
で
有
名
な
デ
メ
ル
は
王
宮
近
く
に
あ

り
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
と
皇
妃
シ

シ
ィ
も
こ
こ
に
通
い
、
店
内
に
は
皇
帝
の

間
も
残
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺

院
近
く
の
ハ
イ
ナ
ー
も
落
ち
着
い
た
内
装

で
、
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
ス
イ
ー
ツ
を
常

時
三
十
種
以
上
用
意
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
皇
室
御
用
達
で
は
、
虎
屋
な
ど

の
お
菓
子
は
以
前
取
り
上
げ
た
の
で
省
く
。
昆
布

製
品
で
有
名
な
松
前
屋
は
釜
座
通
丸
太
町
下
ル
に

あ
り
、創
業
一三
九
二
年
。
天
皇
か
ら
屋
号
を
賜
り
、

明
治
二
年
の
東
京
遷
都
ま
で
約
五
百
年
に
渡
り
、

皇
室
と
共
に
歩
み
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
現
店
主

で
三
二
代
目
。
店
に
は
白
地
に
御
用
所
松
前
屋
と

書
か
れ
た
暖
簾
が
か
か
っ
て
い
る
。
代
表
商
品
の

比
呂
女
は
、
道
南
最
高
品
の
真
昆
布
を
使
用
し
、

約
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

京
料
理
で
は
、
約
三
百
八
十
年
前
に
創
業
し
た
東

山
に
あ
る
道
楽
は
明
治
時
代
に
宮
内
庁
御
用
達
と

し
て
知
ら
れ
た
。
一
七
二
二
年
創
業
の
西
陣
に
あ
る

萬
亀
楼
は
、
初
め
は
造
り
酒
屋
か
ら
後
に
料
理
屋

と
な
っ
て
、
御
所
ゆ
か
り
の
生
間
流
式
庖
丁
・
有

職
料
理
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、一四
六
五
年
に

お
菓
子
屋
と
し
て
創
業
し
た
本
家
尾
張
屋
は
、
後

に
蕎
麦
で
有
名
と
な
る
。
今
や
ウ
ィ
ー
ン
に
王
室

は
な
く
、
我
が
国
も
御
用
達
制
度
は
一
九
五
四
年

に
廃
止
さ
れ
た
が
、
高
い
品
質
と
信
頼
性
で
多
く

の
人
を
現
在
も
惹
き
付
け
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中
、

ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー
、
デ
メ
ル
、
ハ
イ
ナ
ー
に
は
家
内

と
一
緒
に
何
度
か
寄
っ
て
ケ
ー
キ
と
珈
琲
を
楽
し

ん
だ
。
京
都
で
は
本
家
尾
張
屋
だ
け
は
何
回
か
訪

れ
て
蕎
麦
を
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。
両
市
の
御

用
達
の
飲
食
物
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ゲ
ル
ス
ト
ナ
ー

の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
前
京
都
大
学
教
授

　
　

　

元
原
子
力
機
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ウ
ィ
ー
ン
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■

杉
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純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォメーション
Tourist Info Vienna

１区 Albertinaplatz/Maysedergasse 角
毎日９時～ 19 時  free WLAN  無料 WiFi

日本語資料（無料）：月刊ウィーン
地図、観光＆ホテル案内 その他パンフ

◎◎ 空港送迎や観光に安心快適なハイヤー予約 ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan.fukuda@gmail.com（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan.fukuda@gmail.com  宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』に「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

第 3 回シェーンブルン宮殿
日本庭園 秋祭り

９月 16 日（土）14 時～ 17 時
( 雨天時は 17 日に延期）

プログラム：三味線、民謡、日
本の歌、ウィーン日本人学校
生徒の歌と踊り、ヒーツィン
グ音楽学校生徒の演奏、日
本庭園での茶の湯、おりがみ
ワークショップ、けん玉、旅行
インフォメーション等
問い合わせ先：
日本大使館広報文化センター 
Tel. 01-5338586
主催：日本大使館、墺日協会

誠心館道場 世田谷公園 お茶会
９月 30 日（土）14 時～ 17 時

茶席１回約 20 分（茶菓無料）　予約不要
世田谷公園Setagaya-Park 19区 Hohe Warte 8

路面電車37番 ・バス10A・バス39A  Barawitzkagasse下車 会場：シェーンブルン宮殿日本庭園
（シェーンブルン動物園入り口手前）

日本の夏祭り
９月２日（土）11時

会場:日本人学校

http://www.dojo.titech.ac.jp/


